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去
る
四
月
十
一
日
（
火
）
「
大
阪
市
中
央
公
会

堂
」
に
お
い
て
、
第
十
三
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
た
が
、
果
た
し
て
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人

た
ち
が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
当
た
り
前
の
生
活

が
送
れ
る
制
度
で
あ
る
の
か
？

受
け
皿
は
あ
る

の
か
？

厳
し
い
現
状
に
あ
る
重
症
児
者
の
こ
と

を
し
っ
か
り
把
握
し
、
会
員
の
声
を
行
政
に
届
け

て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
方
々
よ

り
支
え
る
会
の
活
動
へ
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
大
阪
市
で
初
め
て
の
重
症
心
身
障
害

児
施
設
の
開
所
に
あ
た
り
、
大
阪
市
か
ら
は
「
今

後
も
引
き
続
き
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
、
役
員
の
選
任
へ
と
議
事
が
進
行

し
、
各
議
案
と
も
承
認
を
得
て
成
立
し
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
寺
岡
副
会
長
よ
り
「
待
望
の

重
症
心
身
障
害
児
施
設
が
一
部
ス
タ
ー
ト
し
、
医

療
ケ
ア
が
必
要
な
在
宅
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
地

域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
支
え
と
な
る
大
切
な

資
源
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
支
え
る
会
と
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
の
主
旨
の
挨
拶
を
最
後
に
、

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
故
黒
木
和
雄

監
督
の
戦
争
レ
ク
イ
エ
ム
三
部
作
の
完
結
編
「
父

と
暮
せ
ば
」
を
大
阪
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
様
の
ご

招
待
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
原
爆
投
下
後
の
苦
悩
の

日
々
を
送
る
主
人
公
が
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
姿

に
感
動
し
、
“
今
”
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
、
重
い
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、
最
悪
の
状
況

下
で
も
、
未
来
に
目
を
向
け
、
周
り
の
人
た
ち
に

強
く
支
え
ら
れ
生
き
て
い
け
る
環
境
を
し
っ
か
り

と
築
く
責
務
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ＯＴＫ

Ｎｏ．５０

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

守る会三原則
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第１３回定期総会開催
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
一
八
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
果
た
し
て
重
症
心
身
障
害
児
者
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
可
能
に
な
る
の
か
、
障
害
が
重
く
医
療
が

必
要
な
人
に
と
っ
て
の
施
策
は
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
や
疑
問

の
中
で
情
報
を
集
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
紙
等
を
通
じ
当

会
と
し
て
の
考
え
を
発
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉
情
勢
を
見
据
え

な
が
ら
、
会
の
基
本
理
念
、
並
び
に
活
動
方
針
に
従
い
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

又
、
重
症
心
身
障
害
児
者
が
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
、
初
め
て
大

阪
市
に
完
成
予
定
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
重

症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
」
な
ど
を
開
催
し
応
援
し
ま
し
た
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

２
．
記
念
講
演
会
開
催
（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑

さ
ん
め
い
会
共
催
）

日

時
：
平
成
一
七
年
六
月
一
一
日(

土)

会

場
：
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン

講

師
：
増
淵

晴
美
氏

・

児
玉

和
夫
氏

テ
ー
マ
：
「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
生
活
支
援
の
た
め
に
」

３
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会

「
行
動
障
害
を
示
す
方
た
ち
へ
の
取
り
組
み
」

平
成
一
七
年
九
月
四
日
（
日)

一
一:

〇
〇
〜
一
四:

三
〇

会
場
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

講
師
：
寺
尾

孝
士
氏
（
お
し
ま
コ
ロ
ニ
ー

星
が
丘
寮
施
設
長
）

＊
＊
守
る
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
＊
＊

４
．
交
流
事
業

◆
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

滋
賀
県
長
浜
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
九
〜
三
〇
日
）

５
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
と
の
懇
談
会
（
二
〇
〇
五
年
五
月
、
一
一
月
）

６
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
六
回
発
行
。

７
．
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の
事
業

◆
「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
後
援

・
会

場
：
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

・
来
場
者
：
７
１
０
名

・
日

時
：
二
〇
〇
五
年
一
一
月
六
日
（
日
）

◆
映
画
鑑
賞
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
共
催
）

・
会

場
：
阿
倍
野
区
民
ホ
ー
ル

・
日

時
：
二
〇
〇
六
年
二
月
二
四
日
（
金
）

◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

五

月

運
営
委
員
会

大
阪
府
障
害
保
健
福
祉
室
施
設
課
と
の
懇
談

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

第
一
二
回
定
期
総
会
（
一
一
日
）

記
念
講
演
会
（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑

さ
ん
め
い
会
共
催
）

守
る
全
国
大
会
（
高
松
市
）
（
一
八
〜
一
九
日
）

七

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

九

月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
（
四
日
）

見
学
会
（
枚
方
療
育
園
：
二
六
日
）

一
〇
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

交
流
キ
ャ
ン
プ
「
長
浜
」
（
二
九
〜
三
〇
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
（
六
日
）

府
と
の
懇
談
（
金
剛
コ
ロ
ニ
ー
重
心
施
設に

つ
い
て
）

一
二
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一

月

運
営
委
員
会

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

映
画
会
開
催
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ａ
Ｎ
共
催
）

（
二
四
日
）

三

月

運
営
委
員
会

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

平
成
一
七
年

四
月

二
日
（
土
）

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
七
年

六
月

四
日
（
土
）
砂
子
療
育
園

平
成
一
七
年
一
〇
月

一
日
（
土
）
ア
ピ
オ
大
阪

平
成
一
七
年
一
一
月
二
六
日
（
土
）

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年

二
月

三(

金
）
〜
四
日
（
土
）

大
阪
府

（
一
泊
研
修
）

平
成
十
七
年
度
事
業
報
告



 

               収 　 　 　入 　 　 　 の 　 　 　 部 　 　       　 　 支 　 　 　出 　 　 　 の 　 　 　 部
　 　     　 科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　    額 　    　 　 科 　 　 　 　 　 　目  金 　 　 　 額
4 1会 　費 　収 　入 9 7 3 ,8 0 0 3 1事 　 務 　費 　支 　出 8 4 3 ,3 2 9
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 8 5 0 ,8 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 1 2 3 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当 0
4 2寄 付 金 収 入 5 9 2 ,7 2 9 　 0 3賃 　 　 　 金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 5 9 2 ,7 2 9 　 0 4法 定 福 利 費 0
4 3事 　 業 　収 　入 5 4 5 ,6 1 0 　 0 5旅 　 　 　 費 5 7 ,3 6 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 9 2 ,2 6 4
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 5 4 5 ,6 1 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 0
4 4補 助 金 収 入 0 　 0 8印 刷 製 本 費 1 4 4 ,7 1 5
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0会 　議 　費 2 5 ,5 2 5
4 5本 部 助 成 金 収 入 6 2 2 ,8 3 7 　 1 1修 　繕 　費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 6 2 2 ,8 3 7 　 1 2役 　務 　費 3 7 1 ,8 3 9
4 6雑 　 　 収 　 　 入 1 8 8 ,1 2 9 　 1 3借 料 損 料 1 2 6 ,0 0 0
　 0 1雑 　 　収 　 　 入 1 8 8 ,1 2 9 　 1 4雑 　 　 　 費 2 5 ,6 2 6
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　 業 　費 　支 　出 1 ,0 4 1 ,7 9 8
4 8引 当 金 戻 入 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 3 8 7 ,6 7 9
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 0 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョン 活 動 費 5 7 2 ,8 3 7
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3分 会 活 動 費 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 8 1 ,2 8 2
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 3 1 1 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 3 1 1 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 2 ,3 5 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 2 ,3 5 0
3 5雑 　 支 　出 1 0 ,0 0 0
　 0 1慶 　弔 　費 0
　 0 2雑 　支 　出 1 0 ,0 0 0
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 8 0 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 8 0 0 ,0 0 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 0

　 　 当 　期 　収 　入 　額 　計 2 ,9 2 3 ,1 0 5 　 　 当 　期 　支 　出 　額 　計 3 ,0 1 8 ,4 7 7
　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 2 1 0 ,1 3 5 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 1 1 4 ,7 6 3

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 3 ,1 3 3 ,2 4 0 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 3 ,1 3 3 ,2 4 0

　 　 　 　 　 　 　     　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ ５ 年 度 　収 支 決 算 書
      　 　 　 　 　 　 　 　 　                　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 自 2 0 0 5 .4 .1至 2 0 0 6 .3 .3 1
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◆
全
国
大
会

平
成
一
七
年

六
月
一
八
〜
一
九
日

高
松
市

「
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
評
価
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
」

「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
案
）
に
つ
い
て
」

「
養
護
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
の
充
実
」

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会

平
成
一
七
年

九
月

三
日
（
土
）
奈
良
県
文
化
会
館

「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
案
）
に
つ
い
て
」

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
議

平
成
一
八
年

一
月
二
一
日
（
土
）

コ
ラ
ボ
し
が
21
（
滋
賀
県
支
部
）

「
成
年
後
見
制
度
と
障
害
者
自
立
支
援
法
」

「
重
度
重
複
障
害
者
の
合
併
症
に
つ
い
て
」

※
お
詫
び
：
総
会
配
布
資
料

・
平
成
一
七
年
度
事
業
報
告
に
第
一
一
回
定
期
総
会

と
記
載
が
あ
り
ま
す
が
第
一
二
回
の
間
違
い
で
す
。

・
平
成
一
七
年
度
月
別
活
動
報
告
、
二
月
に
て
要
望
書

提
出
と
記
載
あ
り
ま
す
が
提
出
し
て
ま
せ
ん
。

―３―
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

平
成
一
八
年
四
月
よ
り
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
障
害
の
重
い
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、
真
に
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
さ
れ
う

る
制
度
で
あ
る
の
か
が
懸
念
さ
れ
る
。

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

重
い
障
害
の
人
ほ
ど
沢
山
の
医
療
と
支
援
が
必
要
で
、
負
担
が

多
く
な
る
制
度
に
は
、
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支
援

費
制
度
で
も
重
症
心
身
障
害
児
者
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
か
ら

「
重
症
心
身
障
害
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
常
に

要
望
し
て
き
た
が
、
自
立
と
い
う
ス
タ
ー
ト
に
す
ら
立
て
な
い

人
々
に
と
っ
て
今
回
の
改
革
は
、
弱
い
人
々
の
切
り
捨
て
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
最
も
弱
い
者
を
一
人
も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
会
の
理

念
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
当
事
者
の
声

を
集
約
し
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
誌
を
通
じ
た
活
動
を
充
実
さ

せ
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、

重
症
児
者
の
為
の
支
援
者
育
成
研
修
会
を
執
り
行
う
と
共
に
、

平
成
一
九
年
完
成
予
定
の
大
阪
市
で
初
め
て
の
重
症
心
身
障
害

児
施
設
建
設
の
一
助
と
な
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
情

勢
を
勘
案
し
、
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報
交

換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し
て

実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
強
度
行
動
障
害
に
関

す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

☆
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

☆
重
症
児
者
の
介
護
に
関
す
る
研
修
会

☆
強
度
行
動
障
害
問
題
に
関
す
る
研
修
会

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等
の

た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
家
族
交
流
会
の
実
施

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共
に

実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊
し
、

会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

（
年
間
六
回
発
行
）

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

四

月

第
一
三
回
定
期
総
会
（
一
一
日
）

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

五

月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
（
二
〇
日
）

六

月

運
営
委
員
会

支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
（
一
一
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

七

月

運
営
委
員
会

八

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

九

月

運
営
委
員
会

一
〇
月

運
営
委
員
会

一
泊
旅
行

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
一
月

運
営
委
員
会

一
二
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一

月

運
営
委
員
会

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

三

月

運
営
委
員
会

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
会

平
成
一
八
年

四
月

一
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年

六
月

三
日
（
土
）大

阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年
一
〇
月

七
日
（
土
）

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画



科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　額 科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　 額
4 1会 　費 　収 　入 9 9 0 ,0 0 0 3 1事 　 務 　費 　 支 　出 1 ,6 5 6 ,0 0 0
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 8 6 0 ,0 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 1 3 0 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当
4 2寄 付 金 収 入 6 5 0 ,0 0 0 　 0 3賃 　 　 　 金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 6 5 0 ,0 0 0 　 0 4法 定 福 利 費
4 3事 　業 　収 　入 6 0 0 ,0 0 0 　 0 5旅 　 　 　 費 5 0 ,0 0 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 1 0 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 6 0 0 ,0 0 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 8 0 0 ,0 0 0
4 4補 助 金 収 入 0 　 0 8印 刷 製 本 費 1 5 0 ,0 0 0
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0会 　議 　費 3 0 ,0 0 0
4 5本 部 助 成 金 収 入 0 　 1 1修 　繕 　費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 0 　 1 2役 　務 　費 4 0 0 ,0 0 0
4 6雑 　 　 収 　 　 入 1 0 ,0 0 0 　 1 3借 料 損 料 1 2 6 ,0 0 0
　 0 1雑 　 　収 　 　 入 1 0 ,0 0 0 　 1 4雑 　 　 　 費 0
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　業 　費 　 支 　出 1 ,1 5 0 ,0 0 0
4 8引 当 金 戻 入 8 0 0 ,0 0 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 4 0 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョン 活 動 費 6 0 0 ,0 0 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 8 0 0 ,0 0 0 　 0 3分 会 活 動 費 2 0 ,0 0 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 3 0 ,0 0 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 1 0 0 ,0 0 0
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 3 2 0 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 3 2 0 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 3 ,0 0 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 3 ,0 0 0
3 5雑 　 支 　出 2 5 ,7 6 3
　 0 1慶 　弔 　費 2 0 ,0 0 0
　 0 2雑 　支 　出 5 ,7 6 3
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　 当 　期 　収 　入 　額 　計 3 ,0 5 0 ,0 0 0 　 　 当 　期 　支 　出 　額 　計 3 ,1 6 4 ,7 6 3
　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 1 1 4 ,7 6 3 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 0

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 3 ,1 6 4 ,7 6 3 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 3 ,1 6 4 ,7 6 3

　         　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ ６ 年 度 　 収 支 予 算 書

　 　 　収 　 　 　 入 　 　 　 の 　 　 　 部 　 　 　 支 　 　 　 出 　 　 　 の 　 　 　 部
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平
成
一
八
年
一
一
月
二
五
日
（
土
）

平
成
一
九
年

二
月
二
（
金
）
・
三
（
土
）

奈
良
県
（
１
泊
研
修)

◆
全
国
大
会平

成
一
八
年

六
月
一
七
〜
一
八
日

沖
縄
県

◆
４
専
門
部
会

平
成
一
八
年

九
月
二
日
（
土
）

神
戸
市
身
障
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
議

平
成
一
八
年
一
月
二
〇
日
（
土
）
福
井
県
支
部
担
当

エコウィン２１ 快適・安全・便利
天然成分の除菌・消臭剤

■「エコウイン２１」金額：

２５０ｍｌ(約2.5リットル）＝１,０００円

５００ｍｌ(約５リットル）＝２,０００円

１０倍に希釈して使用します

■スプレー容器:２５０円(目盛付)※必要の方のみ

エコウインって何？

エコウイン２１は自然界に在る乳酸菌・酵母菌・光合成細菌な

どの８０種以上の人にとって有用な微生物群（善玉菌／蘇生菌）

を集めて培養したもの。酒や味噌・チーズなどの発酵食品に使

われている微生物と同じ仲間。

有用微生物群(＝善玉菌)が活躍する時代に

化学薬品・化学農薬に代わって、水質浄化・土壌浄化・生ゴミ

分解・畜産飼料などに広く活用されるようになってきました。
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大阪府重症心身障害児・者を支える会役員名簿 ◎ 任期２００８年総会

役 職 氏 名 役 職 氏 名

１ 会 長 鈴 木 祥 子 １０ 〃 岡 本 汎 美

２ 副 会 長 寺 岡 冨 子 １１ 〃 山 村 寿 子

３ 副 会 長 成 田 憲 子 １２ 〃 菊 永 裕 子

４ 会 計 中 谷 弘 子 １３ 〃 江 藤 信 子

５ 会計監査 平 野 健 三 １４ 〃 柳 晴 美

６ 運営委員 今 井 清 行 １５ 〃 原 田 薫

７ 〃 上 田 敦 子 １６ 〃 藤 岡 咲 子

８ 〃 新 川 サカエ １７ 〃 中 野 悦 子

９ 〃 津 垣 良 隆

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８ 育徳コミュニティーセンター内

ＴＥＬ：０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ：０６－６６２４－２５５６

熱意のある方、車の運転ができる方、土

日を中心に活動できる方、歓迎します！

※登録については履歴書と資格
証明書が必要です。

西田辺事業所 特定非営利活動法人大阪府重症心身障害児者を支える会

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 日常生活支援（月曜日～日曜日 ０時～２４時）

受付時間：９時３０分～１７時３０分

主たる活動地域：阿倍野区 平野区 東住吉区 住吉区 中央区 天王寺区

浪速区 城東区 住之江区

〒598-0002 大阪府泉佐野市中庄１５２２－１

ＴＥＬ：０７２４－６３－２２９７ ＦＡＸ：０７２４－６３－２４５４

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 日常生活支援（月曜日～日曜日 ０時～２４時）

受付時間：９時～１８時

泉佐野事業所 支える会泉佐野居宅介護事業所

利用者様との出会いを

楽しみにしております。
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大阪府重症心身障害児・者を支える会セミナー

「重症心身障害児者の地域生活支援のために」

４月に自立支援法がスタートし、大きな負担と混乱が生じています。

都道府県、市町村では数値目標を盛り込んだ自立支援法に基づく障害福祉計画を今年度中に策定

しようとしています。それに先立ち、障害程度区分認定調査が始まりました。

障害のある方が生活を制度にあわせるのではなく、自分らしく当たり前の暮らしを求めて生きて

いくために選べる制度に自立支援法はなっているのでしょうか？

正しい状況認識とこれからの行動のためのセミナーにしたいと思います。

●状況 自立支援法は出来たが、現状は支援費制度より下がっている状況か？
新制度の下、運営費が大幅な削減となる施設、利用者の処遇は守れるか？

ケアホームで重心の人が生活してゆける方法は？

重心入所施設が核となる地域生活支援のプロジェクトが必要 等々

●提言 「重症心身障害児者は地域で暮らしていけるのか？」

児玉和夫氏

重心施設はなくなってしまうのか？・・・重心施設の解説と課題提起

生活介護と療養介護・・・・・ 自立支援法の内容について

岸本 眞氏

施策策定の基本となる障害程度区分認定調査について・・・・・調査の中身

地域で暮らす最重度の人を支える意味

清水明彦氏

ケアホームで重心の人は暮らせるのか・・・・・・・日中活動の場とケアホーム

本人主体の暮らしを追求できているか？サービス提供のシステムを合理化しただけなのか？

冨田昌吾氏
地域サイドで起こっている問題・・・解説と問題提起

作業所、デイサービス、居宅、重度包括、ケアホーム等何があればどうできるか？

今、自分たちには何が出来るか？

何を要求しなければならないか？

自立支援法の点検となるセミナーにしよう

●最後に時間まで質疑応答

日 時 平成１８年６月１１日（日）
１０時３０分～１６時００分
（９時３０分より受付）

場 所 エル・大阪
（大阪府立労働センター大会議室）

共 催 四天王寺さんめい苑さんめい会

―７―
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発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
―
〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

消
費
者
金
融
か
ら
お
金
を
借
り
る
の
に
他
人
の
障

害
者
手
帳
を
使
い
借
金
用
の
「
携
帯
」
契
約
と
い
う

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
容
疑
者
は
逮
捕
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
日
本
人
の
倫
理
観
は
低
下
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
電
車
の
中
で
は
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
座
り
足

を
投
げ
出
す
若
者
に
出
会
い
、
車
に
乗
る
と
窓
か
ら

タ
バ
コ
や
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
る
光
景
を
見
か
け
ま
す
。

民
主
主
義
が
、
人
間
の
自
由
と
平
等
を
尊
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「支える会」事務局

〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜り

ますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会費納入のお願い

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心身障

害児(者)を守る会の大阪支部)への入会についてご案内

いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

「支える会」入会のご案内


